
様式第４号（第21条関係）

部　分

理　由

作成日

部長 課長補佐 係 記録者所属 企画振興課企画政策係

場　所

主催者(事務局) 司会者

議　題

・

決定事項

(要点を箇条書き)

次回開催 　(日時）　未定 (場所) 未定

次回への検討

（審議事項) (配布資料)

第５次東御市行政改革大綱の策定について 別紙会議資料のとおり

企画振興課 井上企画振興部長

出席者
坂口晋一、重田行子、小林経明、小山岳史、松田弘、舩田寿夫、岩下欣弘、吉池直美

井上企画振興部長、清水総務課長、岩下企画振興課長、大塚企画政策係長、井澤、櫻井

・第５次東御市行政改革大綱の策定について答申書を作成した。答申書は3/26に市長に提出す
る。

欠席者
中陽平、森俊也

会議等の名称 令和５年度　第３回東御市行政改革審議会

開催日時

令和６年３月21日（木）

午後　　6時30分～
午後　　7時40分

本館２階全員協議会室

令和6年3月22日

課長 係長

職・氏名  　 主査　　櫻井　洋平　　印

議　事　録

公開・一部公開・非公開 非公開

保存期間 30（　　）・10・５・３・１・随

東 御 市



様式第４号（第21条関係）

討議内容及び経過

第５次東御市行政
改革大綱の策定に
ついて

委員
推進計画「No.28病院事業経営健全化の推進」、「No.29ふるさと納税の推進」について
は、どのように目標値を定めているのか。

会議の開催数が年によって異なっているなど、一元化できない部分があるため、このよ
うな設定になっているが、総じて毎年度改善していきたい。考え方を参考にしながら、
毎年度進めていきたい。DXとの連動については、考え方を参考にさせていただきなが
ら、毎年度検討していきたい。

推進計画の取り扱いが、大綱（P9）と推進計画（説明ページ）で異なる。

大塚係長

(発言者名)

大塚係長
来年度導入予定のワンストップ窓口では、マイナンバーカードを読み取って、申請書に
情報を転記するといったことを想定している。DXにより全庁的な省力化を図っていきた
い。

委員
推進計画の目標値について、「前年度以下」など数値を定めていない取組も多いが、DX
と連動させながら取り組むなどして目標にメリハリをつけてはどうか。

大塚係長

委員

以上

推進計画の修正の際は、市役所で案を検討し、審議会の調査審議に付す形になる。大綱
の表現に合わせて、推進計画を修正する。

(発言内容）

市役所事業においてマイナンバーの活用は何かあるか。

委員
推進計画「No.25移住者交流会の開催」について、移住者増加を目指すことについて触
れてはどうか。

櫻井
「No.25移住者交流会の開催」は、移住者が地域に入っていくための取組として整理し
ている。移住者の増加については「No.26市外向け情報発信の強化」において記載して
いる。

大塚係長

・「No.28病院事業経営健全化の推進」については、東御市病院事業経営強化プランと
の整合をとって定めている。
・「No.29ふるさと納税の推進」については、来年度が発足20周年ということもあり、
効果的なPRを行い、ふるさと納税額を増加させる設定としている。

委員

坂口会長 答申書については、後日私と重田職務代理者で市長へ渡すこととする。

委員
本日市民病院に行ったところ受付の机の表面が剝がれていた。入口に近いところなの
で、非常に気になった。

大塚係長 市民病院に共有する。併せて全庁で職員の意識を改革していきたい。

（下記附帯意見を付し答申）
・デジタル化の進展など社会情勢が大きく変化していく中で、行政改革についても柔軟
な対応を行うこと。
・行政改革の推進にあたっては明確な目標を市役所全体で共有したうえで、成果の検証
及び計画の見直し等を行い、適正に進捗管理を行うこと。

（事務局にて答申書案を作成し、委員と読み合わせを行う）

東 御 市


